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「
令
和
６
年
度
都
道
府
県

議
会
議
員
及
び
市
区
町
村
議

会
議
員
総
務
大
臣
感
謝
状
贈

呈
式
」
が
10
月
21
日
、東
京・

ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
行

わ
れ
、
本
会
か
ら
坊
恭
寿
会

長
（
神
戸
市
会
議
長
）
が
来

賓
と
し
て
出
席
し
た
。

感
謝
状
は
、
地
方
議
員
と

し
て
通
算
35
年
以
上
在
職

地
方
自
治
功
労
を
称
え

し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
顕

著
な
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
方
に
贈

呈
さ
れ
る
。

今
回
贈
呈
を

受
け
た
71
人
の

う
ち
、
市
議
会

議
員
は
25
人

（
2
面
）。

式
典
で
は
、

船
橋
利
実
総
務

大
臣
政
務
官
か

ら
式
辞
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
感

謝
状
並
び
に
記

念
品
贈
呈
が
行

わ
れ
、
市
議
会

議
員
を
代
表
し

市
議
会
議
員
25
人
に
贈
呈

坊 会長（神戸市）

て
北
茨
城
市
議
会
議
員
の

鈴
木
信
男
氏
が
受
領
し
た
。

続
い
て
、
宮
崎
勝
参
議

院
総
務
委
員
長
ら
来
賓
か

ら
の
祝
辞
や
祝
電
披
露
な

ど
が
行
わ
れ
、
福
島
県
議

会
議
員
の
瓜
生
信
一
郎
氏

が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ

た
。

代表受領する鈴木信男氏（北茨城市・写真右）

主権者教育の新たな展開主権者教育の新たな展開 in
盛 岡

第19回 全国市議会議長会研究フォーラム　　

令和６年度令和６年度
総務大臣総務大臣
感 謝 状感 謝 状

本
会
は
10
月
9
、
10
両
日
、
岩
手
県

盛
岡
市
の
ト
ー
サ
イ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー

ル
岩
手
（
岩
手
県
民
会
館
）
で
第
19
回

全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
盛
岡
を
開
催
し
た
。

今
回
の
大
会
テ
ー
マ
は
、「
主
権
者

教
育
の
新
た
な
展
開
」。
各
方
面
か
ら

講
師
を
招
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
課
題
討
議
を
通
じ
て
、
各
地

方
議
会
の
主
権
者
教
育
に
係
る
事
例
を

報
告
す
る
な
ど
、
改
め
て
地
方
議
会
の

課
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
そ
の
解
決

に
向
け
た
今
後
の
方
向
性
を
展
望
し
た

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
右
掲
）。

本
紙
で
は
近
く
、
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
概
要
を
お
伝
え
す
る
。

第１日目　10月9日 水
ビデオメッセージ
菅　義偉 氏 第 99 代内閣総理大臣
ほか
パネルディスカッション
「地方議会の課題と主権者教育」
コーディネーター
井柳 美紀 氏 静岡大学人文社会科学部法学科教授

パネリスト
土山希美枝 氏 法政大学法学部教授
越智 大貴 氏 一般社団法人 WONDER EDUCATION
 代表理事
渡辺 嘉久 氏 読売新聞東京本社教育ネットワーク事務局
遠藤 政幸 氏 盛岡市議会議長

第２日目　10月10日 木
課題討議
「主権者教育の取組報告」
コーディネーター
河村 和徳 氏 東北大学大学院情報科学研究科准教授

事例報告者
白鳥 敏明 氏 伊那市議会前議長
諸岡 　覚 氏 四日市市議会議員（第83代議長）
服部 香代 氏 山鹿市議会議長

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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▽
庄
子
春
治	

（
盛
岡
市
）

▽
渡
邉　
博	

（
仙
台
市
）

▽
鈴
木
信
男	

（
北
茨
城
市
）

▽
荒
川
一
秀	

（
小
美
玉
市
）

▽
角
田
喜
和	

（
渋
川
市
）

▽
石
原　
茂	

（
朝
霞
市
）

▽
田
辺　
淳	

（
朝
霞
市
）

▽
大
平
泰
二	

（
幸
手
市
）

▽
齋
藤
詔
治	

（
吉
川
市
）

▽
米
持
克
彦	

（
千
葉
市
）

▽
佐
藤
和
雄	

（
三
条
市
）

▽
川
瀬
勝
秀	

（
各
務
原
市
）

▽
佐
藤
郁
惠	

（
豊
川
市
）

▽
長
谷
川
俊
英	

（
堺　
市
）

▽
三
好
義
治	

（
摂
津
市
）

▽
細
川
佳
秀	
（
橿
原
市
）

▽
大
　
强	
（
新
宮
市
）

▽
増
田
浩
二	
（
岩
出
市
）

▽
福
井
康
夫	

（
倉
吉
市
）

▽
立
脇
通
也	

（
松
江
市
）

▽
山
上
文
惠	

（
呉　
市
）

▽
荒
川　
徹	

（
北
九
州
市
）

▽
佐
藤
晶
二	

（
久
留
米
市
）

▽
濱
﨑
清
志	

（
島
原
市
）

▽
下
迫
田
良
信	

	

（
い
ち
き
串
木
野
市
）

〈

〉

感
謝
状
贈
呈
者
25
人

名
簿
順
、
敬
称
略

危機に立つ地域公共交通
特　集

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価831円（年間購読料 9,972円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 2024

10

巻頭言　地方自治に思う
地域公共交通を考えるときのポイ
ントは何か
東京女子大学現代教養学部教授	竹 内 健 蔵

■ 特集
▶ 交通政策の新制度はいかに暮らし

の足を支えるのか
 「再構築協議会」の課題とその克服
経済ジャーナリスト	 大 坂 直 樹

▶ デジタルが地域公共交通にもたら
す大変革と自治体にとっての向き
合い方
東京大学大学院情報理工学系研究科付附属
ソーシャルICT研究センター准教授
 伊 藤 昌 毅

▶ 過疎地域における公共交通ビジネ
スモデルの再構築に向けた試み
鳥取大学工学部教授
 谷 本 圭 志

■ 現地報告
▶ 大阪府富田林市、太子町、河南町、

千早赤阪村／路線バスの危機にどう
対応するか
富山大学都市デザイン学部准教授
	 猪	井	博	登

▶ 石川県小松市／いよいよ動き出した 
「公共ライドシェア」
株式会社パブリックテクノロジーズ
代表取締役COO	 杉	原	裕	斗

▶ 岩手県九戸村／人工知能（AI）を活用
したオンデマンド交通「まさざねGO」
運行開始
九戸村役場IJU戦略室
交流発信係主事	 関	口	麻	輝

▶ 市民の声で動き出したJR株取得の
プロセスと今後の展望／
真庭市生活環境部
くらし安全課係長	 三	船	哲	弘

本日、石破新内閣が発足したことを心からお祝い
申し上げます。	
我が国は、人口減少対策をはじめ、子ども・子育
て政策の強化、頻発する自然災害への対応など、重
要課題が山積しています。	
新内閣には、これらの課題解決に向けた強いリー
ダーシップのもと、特に、深刻化する人口減少問題
を国の最重要課題に位置付け、政策を統括推進する
司令塔組織の設置などに取り組まれるよう強く求め
ます。	
また、地震に加え、今般の大雨でさらなる甚大な
被害のあった能登地域については、より一層、住民
の皆様の心に寄り添い、復旧・復興が早期・確実なも
のとなるよう、全力を挙げて取り組んでいかなけれ
ばなりません。さらに、首都直下地震や南海トラフ
地震などの大規模災害の発生が想定される中、国土
強靭化を進め、今後起こり得る大規模災害に備えた
防災・減災対策を強力に推し進めることも必要です。	
このような国・地方が直面する様々な課題の解決
に向けて、「国と地方の協議の場」を積極的に活用
して、国・地方の連携強化を進めるとともに、これ
らの課題に地方が責任をもって対応しつつ、安定的
な行政サービスを提供できるよう、必要な財源の確
保・充実をお願いします。	

新内閣発足に当たって新内閣発足に当たって
（令和6年10月1日：地方六団体）（令和6年10月1日：地方六団体） 地

方
六
団
体
は
10
月
１

日
、「
新
内
閣
発
足
に
当
た
っ

て
」
と
題
す
る
声
明
を
発
表

し
た
（
左
掲
）。

声
明
で
は
、
同
日
付
で
発

足
し
た
石
破
茂
内
閣
の
発
足

に
祝
意
を
示
し
た
上
で
、
人

口
減
少
対
策
や
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
、
防
災
・
減
災
対

策
、
国
と
地
方
の
連
携
強
化
、

安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
必
要
な
財
源
の
確

保・充
実
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

地
方
六
団
体

地
方
六
団
体

新
内
閣
発
足
で
声
明

新
内
閣
発
足
で
声
明

TEL 03-3264-2520　FAX 03-3264-2867
株式会社　中央文化社 https://chuobunkasha.com/お問合せ



全 国 市 議 会 旬 報 第 2279・80号（3）令和 6年 10月 25日号

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
７
万
８
１
４
７
人

（
令
和
６
年
10
月
１
日
）

▽
面
積
　
２
３
１・25
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
鹿
児
島
県

の
県
央
に
位
置
す
る
本
市
は
、

平
成
の
大
合
併
で
最
後
に
誕

生
し
た
県
内
で
最
も
若
い
市

で
あ
る
。
鹿
児
島
市
に
隣
接

す
る
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、

子
育
て
世
代
が
移
り
住
む
人

口
増
の
ま
ち
で
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
大
型
商
業
施
設
な
ど

企
業
誘
致
が
進
み
、
平
野
部

で
は
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
一
方
、
森
林
が
面
積
の

約
７
割
を
占
め
る
な
ど
広
範

な
中
山
間
地
域
を
抱
え
、
高

齢
化
と
人
口
減
が
進
む
過
疎

化
の
一
面
も
有
し
て
い
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　

市
の
木
は

「
く
す
の
木
」。
日
本
一
の
巨
樹

「
蒲
生
の
ク
ス
」
が
あ
り
、
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
す

み
ん
」
は
こ
れ
が
モ
チ
ー
フ

で
、
妖
精
「
く
す
み
ん
」
に
守

ら
れ
た
子
育
て
支
援
の
ま
ち

と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　
24
人
（
現
在

男
性
19
人
、
女
性
３
人
、
欠

員
２
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
４
年
４

月
17
日
、
立
候
補
25
人
、
投

票
率
54・53
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い
て
他

市
に
遅
れ
を
取
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、

今
年
度

「
姶
良
市

議
会
デ
ジ

タ
ル
化
行

動
計
画
」

を
策
定
し
、

単
な
る
D

（
デ
ジ
タ

本
市
は
３
町
（
姶
良
・
加

治
木
・
蒲
生
）
で
合
併
し
た

「
し
（
市
）
が
な
い
市
」
で
す
。

当
然
、
会
議
規
則
を
は
じ
め

と
し
た
議
会
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
は
町
村
議
会
の
標
準
型

を
ベ
ー
ス
に
構
成
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
議

会
議
長
会
か
ら
の
ご
指
導
や

情
報
提
供
に
か
み
合
わ
な
い

部
分
も
多
く
、
ル
ー
ル
等
の

抜
本
的
な
書
き
換
え
の
必
要

性
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
合
併
か
ら
15
年
を
経
よ

う
と
し
て
い
る
今
、
改
め
て

「
市
」
議
会
と
し
て
在
り
方

を
再
構
築
し
、
次
世
代
に
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 議

長
の
話

議
長
の
話

第9回第 9回

小山田 邦弘 議長

市　章

姶

良

市

委
員
長
市

産
業
経
済
委
員
会

紹
介

今岡高速協会長
（福山市）

小島監事
（朝倉市）

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
今
岡　

芳
徳
福
山
市
議
会
議
長
）
は

10
月
17
日
、
全
国
都
市
会
館

で
理
事
会
を
開
催
し
た
。
会

議
で
は
、
今
岡
会
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
、
坊
恭
寿
全
国
市

議
会
議
長
会
会
長
（
神
戸
市

会
議
長
）
か
ら
の
あ
い
さ

つ
の
の
ち
、「
高
速
道
路
建

設
･
整
備
促
進
等
に
関
す

る
要
望
書
」
を
決
定
し
た

（
全
文
は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲

載 

）。
要
望
書
で
は
、
大
項
目

と
し
て
①
建
設
促
進
②
安

全
対
策
の
推
進
③
高
速
道

路
の
機
能
向
上
と
利
便
性

の
拡
大
④
料
金
制
度
―
に

つ
い
て
の
４
項
目
を
掲
げ

て
い
る
。

特
に
①
建
設
促
進
に
つ

い
て
で
は
、
高
規
格
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整

備
に
よ
る
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

建
設
・
整
備
促
進
へ
要
望
書
決
定

令
和
６
年
度
理
事
会

高
速
協

高
速
協

ル
化
）
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
な
X
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

ム
）
が
可
能
か
を
具
体
的
に

検
討
し
始
め
た
。

日本一の巨樹「蒲生のクス」（姶良市提供）

ン
ク
の
解
消
と
暫
定
２
車
線

区
間
の
４
車
線
化
な
ど
を
、②

安
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

で
は
、防
災
対
策
及
び
老
朽
化

対
策
、事
故
防
止
対
策
の
推
進

な
ど
を
要
望
し
て
お
り
、地
元

選
出
国
会
議
員
ら
に
要
望
活

動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
小

島
清
人
監
事
（
朝
倉
市
議
会

議
長
）
か
ら
監
査
結
果
の
報

告
が
あ
り
、こ
れ
を
了
承
。ま

た
、
国
土
交
通
省
道
路
局
高

速
道
路
課
の
田
中
創
高
速
道

路
事
業
調
整
官
か
ら
「
高
速

道
路
を
取
り
巻
く
最
近
の
情

勢
」
と
題
す
る
講
師
説
明
が

あ
っ
た
。

理
事
会
終
了
後
、
正
副
会

長・監
事・相
談
役
は
国
土
交

通
省
に
お
い
て
、
廣
瀬
昌
由

技
監
、山
本
巧
道
路
局
長
、松

本
健
高
速
道
路
課
長
に
要
望

書
を
手
交
し
、
要
望
事
項
の

実
現
を
求
め
た
。

廣瀬昌由技監に要望（左から7人目）

坊会長
（神戸市）

https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/jidosya/index.html
https://www.si-gichokai.jp/report/report-iin/bunkyo/r06/index.html


令和 6年 10月 25日号（4）第 2279・80号 全 国 市 議 会 旬 報

全国市議会議長会では、議員の皆さまの福利厚生制度の充実を図るため、全国の市区議会議員を対象
とした団体補償制度や医療保険制度等の各種保険を用意しています。
本会では、昨年12月から議員活動中やプライベートの様々な賠償事故、また、争訟費用に備えること

ができる「議員賠償責任保険」の取扱い（WEB完結型の募集）を開始しました。
市区議会議員の皆さまにおかれましては、けがを対象とした団体補償制度や病気やけがでの手術・入

院、がん、介護等に備える医療保険制度等と併せて、より一層安心して議員活動を行っていただくため
に、この機会に、是非とも契約更新及び新規加入をご検討いただきますようお願い申し上げます。

SJ24-08402(2024.10.2)

個人情報漏えいによる
損害賠償

国家賠償法による
求償

議員勇退後も
5年間補償

議会での発言や資料により、個人情報を漏えい
されたとして損害賠償を請求された場合、補償
の対象になります。

険保の中務政 ※ 金額は1,000万円（期間中限
度額）となります。

国または地方公共団体に損害賠償責任が生じ、
議員に故意または重大な過失があった場合、地
方公共団体は、その議員に対して求償権（請求
する権利）を有します。仮に地方公共団体が議
員へ求償したときも、本保険の対象となります。

勇退された日の属する保険期間末日まで保険に
ご加入いただくと、その保険期間末日から５年
間の損害賠償請求期間延長特約が自動的に
付帯されます。

りおてし付受は退脱途中に的本基りよにれこ ※
ません。

職務 職務 職務政務

職務中の発言による
名誉き損

セクハラ・パワハラの
争訟費用

第三者への賠償

議会での発言が名誉き損だとして訴訟が提起
された場合も補償の対象となります。

の員議会国るいてれらめ定に条15第法憲 ※
免責特権は、地方議員にまで拡大解釈をし
ないとの過去判例があります。

セクシャルハラスメント・パワーハラスメントで
訴訟を提起された場合の争訟費用（損害賠償
金は対象外）も本保険の対象となります。

や合場るす因起に意故の者険保被しだた ※
犯罪行為は除きます。

険保の中務政 ※ 金額は1,000万円（期間中限
度額）となります。

職務中、政務中、プライベートを問わず、他人に
ケガを負わせた場合や他人の財物を壊した
場合の損害賠償金を補償します。

。すまき除は故事車動自 ※

職務 職務 政務

職務 政務
プライベート

名誉き損

身体障害・財物損壊

職務中のリスク 政務中のリスク プライベートのリスク
補償対象外 補償対象外

補償対象外個人情報漏えい・ハラスメント

１	 制度内容について	（取扱代理店）	㈲都市企画センター	 〒１62-0822	東京都新宿区下宮比町2-28-328	 TEL	03-526１-8539（受付時間：平日	9:00～１7:00）
	 	 （引受幹事会社）	損害保険ジャパン株式会社	〒１60-8338	東京都新宿区西新宿１-26-１	 TEL	03-3349-5408（受付時間：平日	9:00～１7:00）
2	 その他	 	 全国市議会議長会 総務部	 〒１02-0093	東京都千代田区平河町2-4-2	 TEL	03-3262-5233（受付時間：平日	9:00～１7:00）

お問い合わせ先

令和 6 年 12 月１日（午後４時）～
令和 7 年 12 月１日（午後４時）
（以降、毎年自動継続）
令和 6 年 11 月 20 日
（申込期限後も随時ご加入いただけます）

このご案内は概要を説明したものです。
ご不明な点は、取扱代理店または損保ジャパンまでお問合せください。

職務・政務・プライベートのいずれにおいても
議員活動には様々な賠償リスクが潜んでいます

職務中のリスク 政務中のリスク

多岐にわたる活動でのアクシデントに対して
24 時間サポートします。

保険期間

申込期限

議 員 賠 償 責 任 保 険 のご 案 内 24時間
サポート!
24時間
サポート!

職務 政務

プライベート公務員賠償責任保険・施設所有管理者賠償責任保険・賠償責任保険個人特約

市区議会議員の皆様のための福利厚生制度

パンフレットのダウンロード及びご加入のお手続き
こちらよりお進みください

https://dantai.sompo-japan.co.jp/lp/shigikai/baisyo/

市議会での発言により
名誉を傷つけられたと
して、議事録の削除に
加え、損害賠償請求の
訴えを受けた！

NG

「本会議定例会の⼀般
質問における発言によ
り、社会的評価が低下
するおそれが発⽣して
いる」として店舗を営業
する市民から損害賠償金と遅延賠償金
を求められた！
委員会での発言が個
人情報漏えいにあた
るとして、傍聴人から
損害賠償請求の訴え
を受けた！

駅頭での演説に
向かう途中、誤っ
て自転車で接触
し、ケガさせてし
まった！

選挙活動中、看板
設置の作業をし
ている際に近くの
車に傷を付けてし
まった！

後援者の自宅に招
かれた際、自宅の
花瓶を壊してしまっ
た！

損害賠償金および争訟費用等
（⼀連の損害賠償請求あたりの支払限度額） 2億円限度（注）

職務中の事故に関する初期対応費用
（期間中限度額） 500万円限度

保険料（年額⼀括払） 19,800円
（ひと月あたり1,650円）

（注）	1年間の保険期間における保険金支払限度額（期間中限度額）は2億円と
なります。（損害賠償金、争訟費用等を合算しての限度額です。）ただし、政務中
の個人情報漏えい、セクシャルハラスメント・パワーハラスメントについての保険
金額は1,000万円（期間中限度額）とします。

中途加入も随時受付

https://dantai.sompo-japan.co.jp/lp/shigikai/baisyo/
https://dantai.sompo-japan.co.jp/lp/shigikai/baisyo/
https://dantai.sompo-japan.co.jp/lp/shigikai/baisyo/

